
　
幼
い
こ
ろ
か
ら
抱
き
続
け
た

空
へ
の
あ
こ
が
れ
。
「
パ
イ
ロ

ッ
ト
に
な
っ
て
大
空
を
飛
び
た

か
っ
た
」
夢
は
、
空
港
を
生
か

し
た
地
域
お
こ
し
へ
と
変
わ
っ

た
。
岡
山
県
航
空
協
会
（
会
長

・
古
賀
隆
治
岡
山
大
教
授
）

の
最
年
少
理
事
、
ま
た
常
駐

事
務
局
員
と
し
て
奔
走
し
て
い

る
。
　
岡
山
空
港
の
拠
点
性
ア
ッ
プ

を
目
指
す
同
協
会
は
、
緊
急
救

援
医
療
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
檜
律
）
と
と
も

に
昨
年
か
ら
、
同
空
港
を
災
害

救
援
の
輸
送
基
地
と
す
る
た
め

の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と
の
出
会
い

に
よ
り
、
自
分
の
仕
事
で
も
国

際
貢
献
の
一
端
を
担
え
る
こ
と

動
に
加
わ
っ

た
。
　
五
月
末
の

ロ
シ
ア
・
サ

ハ
リ
ン
地
震

に
伴
う
、
Ａ

力
。
大
森
さ
ん
は
現
場
の
最

前
線
で
指
揮
を
執
り
、
短
い

準
備
期
間
の
中
で
派
遣
を
実

現
さ
せ
た
。
‐
1
ぎ
り
ぎ
り
の

調
整
の
末
、
運
輸
省
か
ら
も

協
力
を
得
ら
れ
、
チ
ャ
ー
タ

ー
機
を
飛
ば
す
こ
と
が
で
き

た
。
自
分
た
ち
の
目
指
す
空

災
害
救
援
の
基
地
に 　
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港
活
用
が
実
現
、
全
国
へ
の

情
報
発
信
と
も
な
り
、
胸
が

熱
く
な
っ
た
」

　
航
空
筋
金
は
市
民
ら
約
二

十
人
で
つ
く
る
民
間
団
体
。

旧
岡
山
空
港
（
現
岡
南
飛
行

場
）
の
存
続
運
動
が
発
展
、

そ
れ
ま
で
休
眼
中
だ
っ
た
組

　
　
　
　
　
　
　
織
が
平
成
元

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
救
援
医
療
チ
ー
ム

第
二
障
の
派
遣
で
は
、
医
師

や
全
国
か
ら
の
救
援
物
資
を

最
年
少
理
事
と
し
て
奔
走

満
載
し
た
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が

六
月
二
日
、
岡
山
空
港
か
ら

サ
ハ
リ
ン
入
り
し
た
。
同
協

会
は
そ
の
際
、
チ
ャ
ー
タ
ー

手
配
や
同
空
港
で
の
救
援
物

資
の
備
蓄
手
続
き
な
ど
で
協

を
目
指
し
、

　
年
に
再
結
成

　
さ
れ
た
。
岡

　
山
空
港
や
同

　
飛
行
場
の
有

　
効
活
用
な
ど

空
港
を
会
場
と

し
た
ス
カ
イ
パ
レ
ー
ド
な
ど

の
イ
ペ
ン
ト
企
画
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
を
進
め
、
行
政
へ

の
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
徊

分
の
宝
物
」
と
、
こ
れ
ま
で
の

人
生
を
振
り
返
る
。
同
県
上
房

郡
北
房
町
で
高
校
ま
で
過
ご

し
、
空
へ
の
思
い
を
抱
き
な
が

ら
「
食
べ
て
い
く
た
め
」
広
告

会
社
に
就
職
。
『
仕
事
に
や
り

が
い
は
あ
っ
た
が
、
将
来
、
自

分
自
身
を
ど
う
高
め
て
い
く
か

で
悩
ん
で
い
た
』
と
言
う
。

　
平
成
四
年
。
度
々
足
を
運
び

飛
行
機
を
眺
め
て
い
た
岡
南
飛

行
場
で
、
転
機
が
訪
れ
た
。
同

協
会
の
中
塚
総
一
郎
常
務
理
事

と
知
り
合
い
、
地
域
づ
く
り
に

果
た
す
空
港
の
役
割
な
ど
を
熱

っ
ぽ
く
語
り
合
う
う
ち
、
協
金

入
り
を
決
意
し
た
。

　
　
「
気
象
が
安
定
し
た
岡
山

県
は
、
空
港
に
と
っ
て
最
高

の
環
境
。
子
供
た
ち
に
飛
行

機
や
空
港
の
魅
力
を
伝
え
、

大
人
に
な
っ
て
も
空
に
夢
を
持

ち
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域

を
目
指
し
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
た
。
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